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本
大
会
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
後
、
見
直
し
の
時
期
を
迎
え
る
重
要
な
時
期
に
、
山
紫
水
明
の

地
、
こ
こ
鳥
取
県
米
子
市
に
お
い
て
、

「地
域
で
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
共
生
社
会
の
実
現
」
を
主

題
と
し
て
開
催
さ
れ
、
中
国
五
県
の
関
係
者
千
余
名
が
集
い
、
熱
心
に
研
修
討
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

 

育
成
会
及
び
本
人
大
会
は
二
日
間
の
分
科
会
及
び
大
会
を
そ
れ
ぞ
れ
に
開
催
し
、

「本
人
た
ち
の
輝
く

未
来
を
叶
え
る
た
め
に
」

「誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
環
境
を
つ
く
ろ
う
」
な
ど
を
考
え
る
多
彩

な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
本
大
会
は
、
厳
し
く
変
革
し
よ
う
と
し
て
い
る
社
会
情
勢
に
的
確
に
対
応
し
な
が
ら
、
障
が

い
者
の
自
立
性
を
尊
重
し
、
連
帯
を
大
き
く
広
げ
た
活
動
を
展
開
し
て
行
く
上
で
、
実
り
あ
る
有
意
義
な

交
流
の
場
と
も
な
り
ま
し
た
。 

 

本
大
会
に
お
い
て
は
本
人
大
会
が
分
科
会
と
全
体
会
を

一
貫
し
て
独
立
し
た
大
会
と
し
て
運
営
し
ま
し

た
。
こ
の
中
で
本
人
た
ち
の
主
体
的
な
取
り
組
み
は
そ
の
可
能
性
を
大
き
く
広
げ
ま
し
た
。 

 

私
た
ち
は
こ
の
二
日
間
の
大
会
を
通
し
て
討
議
し
学
ん
だ
上
に
立
ち
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

共
に
普
通
に
暮
ら
す
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
本
大
会
の
名
に
お
い
て
本
日
こ
こ
に
決
議
し
ま
す
。 

記 

一
、 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
軽
減
を
さ
ら
に
進
め
、
応
能
負
担
の
実
現
と
所
得
保
障
の
確
立
。 

一
、 

障
が
い
の
特
性
や

ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
た
障
害
程
度
区
分
の
見
直
し
。 

一
、 

す
べ
て
の
子
が
卒
業
後
の
社
会

へ
の
希
望
の
巣
立
ち
が
で
き
る
特
別
支
援
教
育
の
充
実
。 

一
、 

労
働
と
福
祉
施
策
の
連
携
に
よ
る
、
生
活
の
支
え
と
な
る
障
が
い
者
雇
用
の
促
進
。 

一
、 

地
域
生
活
を
支
え
る
た
め
の
相
談
支
援
及
び
家
族
支
援
事
業
の
大
幅
拡
充
。 

一
、 

本
人
の
地
域
で
の
暮
ら
し
を
保
障
す
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

・
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
拡
充
。 

一
、 

小
規
模
作
業
所
の
新
体
系

へ
の
円
滑
な
移
行

へ
の
支
援
。 

一
、 

障
害
者
虐
待
防
止
法
、
障
害
者
差
別
禁
止
法
の
早
期
成
立
等
、
権
利
擁
護
事
業
制
度
の
確
立
。 

 
 

 

以
上
決
議
し
ま
す
。 

 

平
成
二
十
二
年
十
月
三
日 
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中
国
大
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